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赴任地･･･中国 吉林省
１８年度１次隊 鳴海麻衣子

派遣前：川崎市立西中原中学校

派遣後：川崎市立はるひ野小中学校

高校時代から…
協力隊OB/OGの影響…

中国籍の子供たちへの対応…異文化理解教育

中国で高校だけのことを
「高中」と呼びます。

もちろん夏は冷麺です！

メニューは漢字とハングル
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日本語や

日本文化の授業

７人の日本語教師に

対する定期的な研修

僕は金弘哲です。

僕の毎日を簡単
に紹介します！

日本の中学生と
どう違いますか？

クロスロード
２００８年２月号
掲載記事より

•日々の活動（日本語の授業・教員研修の実施）

•近隣の学校（中学・高校・大学・職業学校）訪問

•日本の学校との交流（壁新聞の交換）

•東北地方や全国規模のスピーチコンテスト参加生徒
のためのサポート・指導

•地域全体の日本語教育の活性化のためのイベント

→ 吉林省内の隊員の協力を得て

「日本語コンクール」実施



3

グループワーク活動
ご班ごとに壁新聞を作成

テーマ
「私たちの紹介」
個人・学校・地域
中国文化紹介などもOK

作成後
→班ごとの発表
→校内掲示
→日本へ送付

日本語学習歴２年間
中学２年生の作品
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募金活動で建てられた
小学校の運動会に参加
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笑顔がすてき 歓迎の宴会

中国の広さ

文化民族の
多様性を
知りたい
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中国で見たり聞いたり感じたことを
日本に帰ってどう生かすのか？

↓
現場復帰後の教育的還元

中国
写真
展

総合の時間
「中国へ
壁新聞を
送ろう」

他国の隊員
協力隊活動

紹介コー
ナー

出前
講座



7

継続可能な交流

日本における異文化理解教育

異文化体験のある人材の増加


